
令和７年度「心の教育推進活動」 

 

 愛知県では、道徳教育の一層の充実を願い、県民全体で心を育てる教育に取り組む気運を育て

るため、「心の教育推進活動強調月間」を設定し、地域ぐるみの教育活動の推進を図っています。 

  大里東小学校でも児童の道徳性の涵養と日常生活に生きて働く道徳的実践力の育成を目指し、

道徳教育を推進しています。本年度の活動の様子をご覧ください。 

 

＜道徳科での実践＞  

(1) 話しやすい雰囲気づくりの工夫 

話しやすい雰囲気づくりのために、普段

の授業から、「里っ子話合いマスターへの

道」を活用し、話の聞き方や話し方のスキ

ルを身に付けました。特に、話を聞くとき

に相手の方を向くこと、相槌を打つこと、

話を最後まで聞くこと、を意識するように

なりました。これにより、他者の話に耳を

傾け、意見を受け入れる温かい雰囲気を育

てることができました。また、座席の配置

をコの字型にすることによって、互いの顔

が見やすくなり安心感が生まれ、全体の場 

でも活発に意見を出し合い話し合うことができました。これらの取り組みによって、児童らは

話の聞き方を身に付け、自分たちで話しやすい心温まる雰囲気を作ることができるようになり

ました。 

 

(2) 対話の目的の意識化とその様子 

話合いの目的を明確化し、それぞれの登場人物の気持ちの変化に着目させ、「多様な見方

や考え方に気付く」という目的で話合い活動を取り入れました。グループで話し合う前に、

「みんながどのように考えたのか聞き合ってみよう」と伝えることで、相手の意見を否定し

たりせず、一人一人が自分の考えを伝えることができました。また、全体で話し合う場面で

は、補助発問や追発問をすることで、両者の視点からの考えを聞くことができました。児童

らはグループや全体での話合いによって、自分とは違う考えに出会い、多様な見方や考え方

に気付くことができました。 

 

(3) 視点を明確にした振り返り活動 

授業のねらいに合わせて視点を明確にした振り返り活動を行うことで、自らの学びを捉え

直せるよう、普段の授業から「わ（わかったこと）・が（がんばったこと）・と（ともだち

のよかったところ）・も（もやもやしたこと）・や（やってみたいこと）」の振り返りの視

点を活用して振り返りを行うようにしました。児童らは、「これまでは相手に合わせてばか

りだったけれど、自分の意見を言えるようにしたい」「主張ばかりせず、相手の意見を受け

入れるようにしたい」など、これまでの生活を振り返り、本時で考えたことから、今後の生

活に関連させた振り返りを書くことができました。 

【６年生 道徳科での話合いの様子】 



＜里っ子なかよしタイム（異学年交流）＞ 

児童会活動として、異学年との交流を行いました。ペアクラスは、

低学年と高学年の組み合わせで行いました。「自己紹介名刺交換」

や「一緒に遊ぶ」活動を通して、１年生からは、「６年生の人と仲

良くなれて良かった。」と喜ぶ姿が見られました。高学年は、しゃ

がんで相手の目線に合わせたり、優しい言葉遣いで話しかけたりす

るなど、低学年に寄り添う優しい姿が見られました。低学年と高学

年が一緒に楽しめるように、発達段階に応じたルールを設定する姿

も見られ、触れ合いの輪を広げました。  

 

＜生活科・社会科の学習を通して＞ 

２年生では、地域のお店や施設の方々に快く見学を引き受けてい

ただき、町探検をしました。地域で働いている方たちと接する中で、

施設に関わる人の努力や工夫、地域の人々の「町をよくしよう」

「お客さんに喜んでもらいたい」という温かい思いに触れることが

できました。 

３年生では、稲沢市について「調べ・まとめ・表現する」活動を通

じ、児童は稲沢市が誇る歴史の深さや文化の多様性にふれました。現

在のような豊かで住みよい街にするため、先人達が施設を拡充し、地

域で協力し合ってきた背景を深く理解することができました。特に、

地域の人々の願いや、伝統を保存・継承するための多大なる努力を知

ったことは、郷土に対する誇りと愛情を育む大きな契機となりました。  

 

＜グラウンドゴルフ体験＞ 

４年生では、地域の高齢者グラウンドゴルフ協会の皆様に教えていただき、

市民センター多目的広場にてグラウンドゴルフを体験しました。「グラウンド

ゴルフをやってみて、ボールの打ち方や角度の調整が難しかったです。教えて

いただいたことを思い出して、またやりたいです」「不安でしたが、優しく教

えていただけたので、すぐに覚えられました」「教えてくださった方が「上手

だね！」とほめてくださいました。またやりたいです」など、地域の方々と温

かい心の交流ができました。 

 

＜福祉実践教室＞ 

５年生では、「車いす体験」「ガイドヘルプ」「手話体験」「やさ

しい町づくり」の４つのグループに分かれて、福祉について学びまし

た。実際に体験することで、「体が思うように動かないと、こんなに

大変なんだ。」「助けてもらえると、とても安心できる」といった感

想が聞かれました。普段の生活の中では気づきにくいことを実感でき

たことで、共に生きることの大切さを改めて考えることができました。

子どもたちにとって「相手の立場に立つ」経験は、自分の生き方を見

つめる大切な一歩になりました。 

【１年生と６年生の交流の様子】 

【稲沢市カルタのカルタ取りの様子】 


